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中国経済の「新常態」
－構造変化・地域発展・国際連携

公益財団法⼈環⽇本海経済研究所
調査研究部 穆 尭芊・南川⾼範
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中国のGDP増加分（前年比）とGDP成長率の推移

注：GDPは2010年を基準年とした実質値を取っている。
出所：中国国家統計局ウェブサイトのデータより筆者作成
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近年中国政府が掲げた主要経済指標の目標値と実績値

出所：政府活動報告各年版，国民経済・社会発展統計公報各年版に基づき筆者作成

OECDの高所得国ならびにBRICS諸国の投資―消費比率の推移

出所：世界銀行のデータベースWDIのデータより筆者作成
http://databank.worldbank.org/data/reports.aspx?source=wdi‐database‐archives‐%28beta%29、2016年12月
15日確認
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東北３省の経済成長率の変化

出所：中国国家統計局ウェブサイトのデータより筆者作成

各省のGRP成長率（2013‐2015年の平均値 ）

出所：中国国家統計局ウェブサイトのデータより筆者作成
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中国における地域政策の展開

出所：筆者作成

「一帯一路」の概念図

出所：ERINA作成
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出所：http://choyu.hatenablog.com/entry/2015/05/10/220301

「長江経済帯」の位置図

出所：中華人民共和国中央人民政府ホームページ（http://www.gov.cn/zhengce/2014‐09/25/content_2755974.htm、
2018年5月15日確認）より。
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中国の各地域における北東アジア諸国への輸出の割合

出所：Global Trade Atlas（Global Trade Information Services社）貿易データベースより
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まとめ

１、中国経済は「新常態」と呼ばれる中高速成長期に入っているが、中国の経済
構造は急激に変わるものではなく、その強みと課題がすぐになくなることではない。

２、地域の視点から中国経済の構造変化を分析すると、中国の地域経済は大き
な変容を遂げており、これまでの沿海・中部・西部・東北という枠組みで捉えきれ
ない、多様で複雑な形で変化している。例えば、投資偏重の度合いは各省で大き
なばらつきがあり、投資偏重の度合いが低い地域は先進的な特徴をもつ地域で
ある。「地域経済一体化」はキーワードとなり、「三大戦略」の実施などに伴って各
地域の経済はダイナミックに変化し、将来の中国の経済地図が大きく変わる可能
性がある。

３、「地域経済一体化」を進める「一帯一路」は、東北地域にとって国境開発を中
心とする国際協力策と大都市を中心する国内開発策を結合させた地域発展戦略
でもある。東北地域は、北東アジア各国との協力を促進するとともに、国内の地域
間連携も促す必要もある。

４、「一体化」の下では、歴史的・文化的・地理的な近接性による国際連携の競争
優位は次第に減退し、グローバルの中で国際分業に参入するための産業競争力
の強さが決め手となる。
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